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キツネとミツユビカモメ

目的

  双方向性の高い、「旗取り」型のゲームを通して、

海鳥社会の捕食者対被食者の関係や、個体群の

拡大と限界、コロニーを作ることの有用性に関

する理解を深めるでしょう。

予備知識

  海鳥は海にいる間、自分が食べるため、または

雛に持ち帰るために被食者（小魚や他の小さい

海洋生物）を探す捕食者です。しかし陸にやっ

てくると捕食者ではなくなり、キツネやネズミ

のような陸の動物たちや、タカ、トウゾクカモメ、

ワタリガラス、ワシや数種のカモメといったよ

うな他の鳥を狩る鳥たちの格好の獲物となるの

です。

  海鳥はどうすれば自分自身を守れるのでしょう

か？ ひとつの適応は、何千羽もの他の海鳥と一

緒に、大きな群れで巣作りすることです。そう

するとお腹を空かせた捕食者は、あなたの巣に

たどり着くずっと前に、食べたいだけ食べてし

まうでしょうから。また近隣の鳥たちが一斉に

警報を発するので、捕食者はコロニーにこっそ

り侵入して、すきを見て獲物を捕らえることが

できなくなります。ミツユビカモメやカモメの

場合は、急降下して体当たりしたり、モビング

したりして、捕食者に襲いかかろうとすらする

でしょう。

  もう一つの適応は隠れることです。いく種類

かの海鳥は、土の中の穴や、岩の割れ目などに

巣を作ります。またたいていの捕食者が近づけ

ない、ほとんど垂直に近いような険しい断崖を、

巣作りの場所に選ぶ海鳥もいます。しかしなが

らネズミはほとんどあらゆる場所に行くことが

できますし、キツネもまたほとんど行けない場

所がありません。このことが彼らを海鳥にとっ

て最も恐るべき捕食者としているのです。

材料

・ 海鳥の卵（しわくちゃにした新聞紙、柔らか

いスポンジやゴムでできたボール、または布を

裂いたもの）生徒ひとりにつき一つ

・ 捕食者に印をつけるための二色の布きれ、一

色につきだいたい１０枚くらいずつ用意します。

ひとつの色（例えば赤）は子どもの捕食者に、

もうひとつの色（青など）は大人の捕食者につ

けます。

手順

１． 体育館または多目的ルームでゲームを行い
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ます。このアクティビティーのために、地元の海

鳥（例えばミツユビカモメなど）と地元での海鳥

の捕食者（キツネなど）を代表として選びます。

始めに、全部の生徒はミツユビカモメ（あるいは

他の選んだ海鳥）になります。おのおのの生徒に

卵をひとつずつ分配します。あなた（インストラ

クター）は成長したキツネ（あるいは他の地元の

捕食者）になります。部屋の中の１箇所にキツネ

の印となるものを置いて、キツネの巣とします。

２． ゲームの目的を説明します。一回のゲームは

二分間で、終わった時にミツユビカモメがキツネ

より多くの卵を持っていれば、ミツユビカモメの

勝ちです。ミツユビカモメは好きな場所で卵を産

むことができますが、一度産んだ卵は、動かすこ

とはできません。キツネは保護されていない卵を

取る事が出来ます。またキツネは、タッチすれば

ミツユビカモメを捕まえる事も出来ます。ミツユ

ビカモメは、一度キツネにタッチされたら、進ん

でキツネと一緒にキツネの巣に行かなくてはいけ

ません。キツネは、ミツユビカモメを自分の巣に

連れていってからでなくては、海鳥の営巣場所へ

卵を捕りに戻れません。捕獲されたミツユビカモ

メは子どものキツネとなり、赤いスカーフをつけ

ます。子どものキツネは抱卵していない卵しか取

ることが出来ません（ミツユビカモメを捕まえる

ことはできません）。４個卵を取ったら、子ども

のキツネは大人のキツネになり、青いスカーフを

つけます。そうなったら、ミツユビカモメを捕ら

えることが出来るのです。

３． ミツユビカモメが防御する方法は限られてい

ます。４羽以上のミツユビカモメが手をつないで

キツネを取り囲めば、キツネは一度巣に戻ってか

らでなくては再び狩りに出かけることができませ

ん。キツネは、手をつないでいるミツユビカモメ

の数が、４羽より少なくならなければタッチでき

ません。その場合でも、キツネが一回に捕らえら

れるミツユビカモメは１羽だけです。

４． 腕を遠くまで伸ばして、体育館じゅうが巣作

りの場所であることを示しながら、ミツユビカモ

メに卵を産む場所を探すように言って、ゲームを

始めてください。

５． 最初の回が終わったら、何個の卵がキツネに

取られたか、そして何羽のミツユビカモメが生き

残ったかを数えます。（もしミツユビカモメの巣

が離れた場所に散在していたら、おそらくほと

んどのミツユビカモメや卵が、簡単に捕らえら

れてしまっているでしょう）。　結果について話

しあってください。キツネにとってミツユビカ

モメや卵を捕ることは簡単でしたか？ それはな

ぜですか？ ミツユビカモメはどのようにしたら

もっとよく自分自身を守れたと思いますか？ 生

徒が、例えばコロニーで密集して一緒に巣を作

るとか、 防御と安全のための策を考え出すよう

に励ましてください。

６． 次の回では、ミツユビカモメがコロニーの

中で一緒に巣作りするようにさせてください。

その回が終わったら、一回目と二回目との違い

を話し合ってください。一回目より多くのミツ

ユビカモメと卵が生き残れたでしょうか？海鳥

における、実際のコロニーでの営巣を例にとっ

て話し合ってください。他にどんな巣作りの習

性が、海鳥を捕食者から守っているでしょうか？

（険しい崖や、島や、深い穴の中に巣を作ること

など）。キツネの個体数の増加の限界はどこだっ

たでしょうか？

応用

１． 海鳥のコロニーまで遠出した時に、捕食者

や、彼らの形跡を探しましょう（糞、巣穴の場所、

壊れた卵のかけら、海鳥の羽や羽毛など）。

２． 海鳥のコロニーでは、数日か数週間の期間、

捕食率の調査をするよう指導してください。コ

ロニーのまわりや崖に沿って、１００フィート

くらいの間隔で杭を使って印をつけ、区分けし

ます。規則的に（毎日もしくは一週間に一度）、

自分の調査区域で見つかった壊れた卵の殻をす

べて集めます。もしコロニーの近くに、捕食者

が長期間過ごしていたと思われる場所（ワタリ

ガラスやカモメのねぐらや、キツネの巣穴といっ

た）を見つけたら、その場所も調査区域に入

れます。卵の殻の数を数えて記録し、必要なら

大きさや色で分類します。あなたの区域に卵の

殻を残していった捕食者のタイプがわかります

か？例えばキツネの糞、カモメが吐き出した食

べ物の残骸、ワタリガラスの羽といった手掛か

りを探してみましょう。調査期間中、集められ

た卵の数に大きな変化はありましたか？　それ

はなぜですか？ 


